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【序】タンパク質バイオマーカーを用いた検査・診断は、予防医療、早期診断、急性期医療など

において有用であり、安価で小型の装置を用いた極微高感度検出技術が求められる。広く用いら

れているＥＬＩＳＡ法は感度や特異性に優れるが、抗体に標識された酵素の呈色反応に基づく吸

光度変化を測定するため、サンプル量（光路長）を必要とし、測定装置を構成する光源、分光器、

検出器などが大型で高価になる。このような問題点を克服する新手法として、我々はレーザー集

光点で誘起される o-フェニレンジアミン(oPD)の局所光重合反応を利用した光ピックアップ型バ

イオセンシングについて研究している [1]。本研究では酵素や抗体を修飾した小型センサーチップ

を作製し、グルコースやタンパク質バイオマーカーの高感度検出に取り組んだ。 

 

【実験・結果】顕微鏡用カバーガラス上にグルコースオキシダーゼ、ペルオキシダーゼ(HRP)、oPD

をドロップキャストし、グルコース測定用センサーチップを作製した。また、カバーガラスにポ

リスチレンをスピンコートし、捕捉抗体の修飾とブロッキングを行い、タンパク質バイオマーカ

ー測定用センサーチップとした。グルコースセンサーチップ上に濃度の異なるグルコース溶液を

10 L滴下し、波長 532nmのレーザー光を集光して反射光強度の時間変化を記録した。グルコー

ス濃度が高いほど、レーザー反射光が短時間に大きく変化し、この変化量を数値化することによ

りグルコース濃度を定量することが出来た。また、炎症や造血、動脈硬化と関係するサイトカイ

ンであるヒト IL-6（インターロイキン 6）を測定するため、Anti-IL6抗体を修飾したセンサーチッ

プを作製した。濃度の異なるヒト IL-6溶液および検出用の HRP標識抗体と反応させたのちに oPD

溶液を滴下し、同様のレーザー反射光測定を行

った。図 1に示すように、300 pg/mL、150 pg/mL

と、IL-6を含まないコントロール試料の間にお

いて、反射光強度変化に明瞭な差が見られた。

コントロールは 7300 pg/mLの IgG タンパクを

含むが、反射光強度変化は見られず、IL-6を特

異的に検出できた。 

Fig. 1 Temporal changes of laser reflection intensities 
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